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アデムウォ ールパネル（ 壁面材）とアデムにより 自立さ せた盛土の間に、変形吸

収層を設けた二重壁構造が特長です。壁面材に土圧がほと んど作用し ないた

め、施工後に壁面材の変形が生じ にく い構造になっています。

面状の補強材アデムを使用しているため、帯状や棒状の補強材を使用し た他の

補強土壁に比べると 、土質の適用範囲が広いことも特長の一つです。

アデムウォ ールを構成する主要な構造部品はコンクリ ート と 高分子材料（ アラ

ミド 、ポリエステル、高密度ポリエチレン、ポリプロピレン）を主材料としています。

これらは耐腐食性・ 耐久性に非常に優れています。

アデムウォール工法は、壁面勾配（ 垂直から 3 分まで設定可能）を有することで、

パネルの重量が盛土側へ作用し ます。このもたれ的な効果により 、壁背面の盛

土材が拘束さ れ、より 一体化さ れた構造と なります。その結果、安定性に優れた

補強土壁と なります。

地震や台風など自然災害により 壁面が変形し た場合は、二重壁構造の特長を

活かし 壁面材だけ取り 替えることが可能です。
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ジオグリッド「 アデム」

適用土質／盛土材料
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ア デ ム ウ ォ ー ル工法に 使用さ れ

て いる『 ア デム®』H Gタ イ プ は、高

密度ポリ エ チレ ン の格子状ネッ ト

にアラ ミ ド 繊維（ テク ノ ーラ ®）を 挿

入し たジオグリ ッ ド です。高強度か

つ低伸度で、ク リ ープ ひずみの小さ

いアラ ミ ド 繊維の特性を 活かし て、

土を し っ かり 補強・ 拘束し 、よ り 安

定性の高い盛土の築造を 可能にし

まし た。

壁面材と 盛土層が接し ている 場合、

壁面材の近傍部分は重機での締固

めが困難と な り ま す。そ れに対し

て、アデムウォ ールは変形吸収層を

設置する こ と により 、壁面近傍部に

おける 十分な 締固めが可能と な り

ます。こ れが強固な盛土層を 形成す

る こ と のでき る 秘密です。

壁面近傍までの充分な締固めが施工後の変形を防止し ます。
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施工手順
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ジ オ グ リ ッ ド「 ア デム®」に よ っ て 補強し た 盛土と 、薄型

で軽量な、施工安定性にすぐ れたアデムウォ ールパネルを 、

引抜け防止材「 グリ ッ ド ベルト 」によ り 、盛土と 一体化さ せ

たアデムウォ ール工法。各部材は環境にやさ し い高分子材

料を 使用し ています。

アデムウォ ール

腐食に強い部材を 使用し た、耐久性のある構造物です。

所定の長さ のアデムが設置でき る よ う に、施工計画に基

づいて基礎地盤を 掘削し ます。次に振動ロ ーラ ー、タ ン

パなど で転圧し て整地し ます。また、湧水など がある 場

合には排水処理を 行いま す。砕石層の上に基礎コ ン ク

リ ート を 打設し 、天端は水平に仕上げます。

1   掘削• 整地・ 基礎工

水平器と く さ びを 用いて、垂直度や水平度を 微調整し ま

す。まずは1 段目のパネルを 所定の位置に設置し ます。2

段目以降は転倒防止のため、専用プ レ ート で 上下のブ

ロ ッ ク を 連結し ます。

2   パネルの設置

パネルの連結穴にグリ ッ ド ベルト を 通し 、左右均等な

長さ で、ねじ れ及びたる みが無いよ う に設置し ます。グ

リ ッ ド ベルト は十分に緊張さ せ、固定ピ ン で 端部を 固

定し ます。

3   引抜け防止剤(グリ ッ ド ベルト ）の設置
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砕石型枠を パネル背面から 所定の

位置に合わせ設置し ま す。さ ら に

砕石型枠の内側に拘束シート を 取

り つけ砕石型枠一基に対し て 、両

端部から 5 0 cm ピ ッ チ で 5 箇所に

背筋を かけます。

4   砕石型枠の設置・ 組立

盛土材を ま き 出し た 後、転圧機械

によ り 十分に締固めを 行いま す。

砕石型枠の高さ まで盛り 上がっ た

ら 、拘束シ ート を 盛土側へま き 返

し ます。

5   盛土材のまき 出し・ 締固め

砕石型枠と 拘束シ ート を 設置し 、

ア デムを 敷設し ま す。地山側を 固

定ピ ン 2 本で固定後、砕石型枠に背

筋を かけます。

6   アデムの敷設

所定の高さ まで盛土が立ち 上がっ

た時点で 、変形吸収層に単粒度砕

石を 投入し ます。

7   砕石の投入

2 ～7 と 同様の作業を 擁壁の設計

高さ ま で 繰り 返し ま す。計画高さ

ま で 施工し た後、天端処理と し て

天端コ ン ク リ ート を 打設し 、付帯

工事等を 終えて完成と なり ます。

8   完成
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